
 - 1 - 

■決算の概要 

 

１．業務量について 

区  分 平成 23 年度 平成 22 年度 比較増減 

給水人口 30,625 人 30,619 人 6 人 

給水戸数 11,757 戸 11,652 戸 105 戸 

年間配水量 4,005,685 ㎥ 4,207,339 ㎥ △201,654 ㎥ 

年間有収水量 3,587,419 ㎥ 3,663,664 ㎥ △76,245 ㎥ 

有収率 89.6％ 87.1％ 2.5％ 

有収水量 

1 ㎥当たり 

給水原価 148.69 円 145.22 円 3.47 円 

供給単価 152.18 円 145.08 円 7.1 円 

○給水原価は、1㎥の水を給水するのにかかる費用です。 

○供給単価は、1㎥当たりの水道料金の単価です。 

 

２．収益的収入及び支出（税込み） 

 収入の大部分は給水収益（水道料金）であり、支出は水道事業を運営するための維

持管理費・減価償却費や借入金（企業債）の支払利息等の経費です。 

区  分 平成 23 年度 平成 22 年度 差引増減 

収入 603,621,867 円 575,728,604 円 27,893,263 円 

営業収益 573,926,590 円 559,184,817 円 14,741,773 円 

営業外収益 25,232,777 円 12,081,287 円 13,151,490 円 

附帯事業収益 4,462,500 円 4,462,500 円 0 円 

特別利益 0 円 0 円 0 円 

支出 538,964,359 円 537,961,995 円 1,002,364 円 

営業費用 441,855,053 円 438,297,574 円 3,557,479 円 

営業外費用 95,957,597 円 98,290,846 円 △2,333,249 円 

附帯事業費 787,719 円 782,475 円 5,244 円 

特別損失 363,990 円 591,100 円 △227,110 円 

予備費 0 円 0 円 0 円 

○営業収益は、主に営業活動から生ずる水道料金、受託工事収入などの収益です。 

○営業外収益は、銀行利息など、主たる営業活動以外の原因から生ずる収益です。 

○営業費用は、主たる営業活動から生ずる費用です。 

○営業外費用は、主に企業債の利息などの費用です。 
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《収 益 的 収 支》 
その他の営業収益   その他の収入 

収   入     679,000 円    29,695,277 円 

 6 億 362 万 1,867 円    （0.11％）     （4.92％） 

 

水道料金 

573,247,590 円 

（94.97％） 

 

 

 

 

 

 

人件費                                         その他 

67,836,738 円       支   出            1,151,709 円 

     （12.59％）      5 億 3,896 万 4,359 円               （0.21％） 

 

 

 

 

 

 

維持管理費 

117,136,174 円  

（21.73％） 

 

 

資産減耗費・減価償却費 

256,882,141 円 

（47.66％） 

 

 

企業債利息 

95,957,597 円 

（17.81％） 

 

   

３．資本的収入及び支出（税込み） 

 支出は施設を新しくするための建設改良費や企業債の元金償還等であり、その財源

である収入は、主に企業債（借入金）・補助金や出資金（一般会計出資金）です。 

区  分 平成 23 年度 平成 22 年度 差引増減 

収入 1,053,222,510 円 381,214,968 円 672,007,542 円 

企業債 377,500,000 円 124,500,000 円 253,000,000 円 

負担金及び加入金 30,031,510 円 39,223,968 円 △9,192,458 円 

補助金 323,191,000 円 108,991,000 円 214,200,000 円 

出資金 322,500,000 円 108,500,000 円 214,000,000 円 

支出 1,277,875,785 円 627,211,934 円 650,663,851 円 

建設改良費 1,107,568,662 円 461,484,728 円 646,083,934 円 

企業債償還金 170,307,123 円 165,727,206 円 4,579,917 円 

○内部留保資金は、現金支出を伴わない減価償却費などで企業内部に留保された資金

です。 

○企業債は、地方公共団体金融機構から借り入れた資金です。 

○企業債償還金は、国や地方公共団体金融機関から借り入れた企業債の元金の返済額

です。 
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《資 本 的 収 支》 

 
負担金及び加入金                                         ●内部留保資金で補てん 

30,031,510 円     収   入                   224,653,275 円 

（2.85％）     10 億 5,322 万 2,510 円                   

 

企業債 

377,500,000 円 

（35.84％） 

 

  

補助金 

323,191,000 円 

（30.69％） 

 

 

出資金(一般会計より) 

322,500,000 円 

（30.62％） 

 

 

 

 

 

 

                                      企業債償還金 

支   出              170,307,123 円 

  12 億 7,787 万 5,785 円                   （13.33％） 

 

建設改良費 

1,107,568,662 円 

（86.67％） 

 

 

 

 

 

 

 

４．損益計算書（平成 23 年 4 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日まで） 

 損益計算書は、一時事業年度における企業の経営成績を明らかにするため、当該年

度中に得たすべての収益から要した費用を差し引き、損益の発生原因とその期間の純

損益を表したものです。                        

（税務き）                              

収益の部 費用の部 

営業収益 

給水収益 

その他の営業収益 

 

 

546,629,049 円 

545,950,049 円 

679,000 円 

営業費用 

原水及び浄水費 

配水及び給水費 

総係費 

 減価償却費・資産減耗費 

437,456,950 円 

65,365,832 円 

72,289,611 円 

42,919,366 円 

256,882,141 円 

営業外収益 

 受取利息及び配当金 

 雑収益 

12,267,815 円 

209,776 円 

12,058,039 円 

営業外費用 

 支払利息及び企業債取扱

諸費 

95,957,597 円 

95,957,597 円 

 

附帯事業収益 

附帯事業収益 

4,250,000 円 

4,250,000 円 

附帯事業費 

附帯事業費 

  780,685 円 

 780,685 円 

 

 

 特別損失 

 過年度損益修正損 

346,650 円 

346,650 円 

合計 563,146,864 円 合計 534,541,882 円 

 

５．貸借対照表（平成 24 年 3 月 31 日） 

 貸借対照表は、企業の財政状況を明らかにするため、年度末において保有している

すべての資産、負債及び資本を総括的にあらわしたものです。 
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（税務き） 

資産の部 負債の部 

固定資産 

 有形固定資産 

 無形固定資産 

７,354,334,091 円 

7,332,664,091 円 

21,670,000 円 

流動負債 

 未払金 

 預り金 

612,149,167 円 

611,839,167 円 

310,000 円 

流動資産 

 現金預金 

未収金 

 貯蔵品 

 

 

 

 

1,309,441,193 円 

1,215,698,168 円 

88,299,989 円 

5,443,036 円 

資本の部 

資本金 

 自己資本金 

 借入資本金 

5,553,111,154 円 

1,521,817,811 円 

4,031,293,343 円 

剰余金 

 資本剰余金 

  利益剰余金 

2,498,514,963 円 

2,386,532,126 円 

111,982,837 円 

資産合計 8,663,775,284 円 負債資本合計 8,663,775,284 円 

 

■おわりに 

これからも水道課におきましては、市民の皆様に安全・安心で安定した水

の供給に日々努めてまいりますので、今後ともご理解とご協力のほどよろし

くお願いいたします。 


